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コマンドメッセージ

受信文字列

VISAリソース名

クエリメッセージ
Command

コマンド送信

Query
クエリ送信

ReadSTB
STB受信

0

ステータスバイト
終了

「VISAリソース名」プルダウンメニューから接続先を選んで「操作-実行」を行うと 
計測器と接続しコマンド、クエリの送受信が可能になります。 
コマンド、クエリは任意の文字列入力も可能です。 
シリアル通信の場合、ReadSTBは使用できません。*STB?をお使いください



Strings[]

コマンドメッセージ
OUTP 0

配列要素挿入

VOLT 0

VOLT 5

VOLT 18

配列初期化

1

OUTP 1

CURR 0

CURR 1

CURR 5

SYST:ERR?
配列要素挿入

OUTP?

MEAS:VOLT?

MEAS:CURR?

配列初期化

1

*IDN?

SOUR:VOLT?

SOUR:CURR?

*STB?

Strings[]

クエリメッセージ

VISAリソース名

VISA Open.vi

19200
シリアル通信ボーレート

メインループ

コマンド送信 クエリ送信 STB受信

コマンド送信

VISA Write.vi

コマンドメッセージ

ErrorHandle.vi

VISA 
Writeで
エラーが

VISA Write 
エラーメッセージ

 TRUE 
クエリ送受信

受信文字列

VISA_Query.vi

クエリメッセージ

ErrorHandle.vi

VISA 
Queryで
エラーが

VISA Query 
エラーメッセージ

 TRUE 
ステータスバイト受信

ステータスバイト

VISA_ReadSTB.vi

VISA 
ReadST
Bでエラー

VISA ReadSTB 
エラーメッセージ

ErrorHandle.vi

 TRUE 

終了

「コマンドメッセージ」コンボボックスの 
選択肢をここで設定します。 
任意の文字列が設定可能です。

「クエリメッセージ」コンボボックスの 
選択肢をここで設定します。 
任意の文字列が設定可能です。

VISAリソース名
を正しく指定して
ください 

VISAオープンエラーメッセージ

ErrorHandle.vi

エラー時にプログラム停止

VISA Close.vi ErrorHandle.vi

 FALSE  FALSE  FALSE 



エラー出力エラー入力 (エラーなし)

VISA Refnum入力

VISA Close.vi



ステータス
0

コード

ソース

エラー出力

ステータス
0

コード

ソース

エラー入力 (エラーなし)

VISA Refnum入力



VISAを閉じる
エラー出力エラー入力 (エラーなし)

VISA Refnum入力



VISA Refnum出力
status byte
エラー出力エラー入力 (エラーなし)

VISA Refnum入力

VISA_ReadSTB.vi



VISA Refnum出力VISA Refnum入力

0

status byte

ステータス
0

コード

ソース

エラー入力 (エラーなし)
ステータス

0

コード

ソース

エラー出力



VISA STB読み取り VISA Refnum出力VISA Refnum入力

status byte

エラー入力 (エラーなし) エラー出力



VISA Refnum出力
read buffer
エラー出力エラー入力 (エラーなし)

文字列
VISA Refnum入力

VISA_Query.vi



VISA Refnum出力

read buffer文字列

VISA Refnum入力

ステータス
0

コード

ソース

エラー入力 (エラーなし)
ステータス

0

コード

ソース

エラー出力



VISA Refnum出力

read buffer

文字列

VISA Refnum入力

VISA書き込み

\n
文字列連結

デリミタ

同期I/Oモードは「同期」に設定

VISA読み取り
1024

受信バッファサイズ

同期I/Oモードは「同期」に設定

エラー入力 (エラーなし)

エラー出力



VISA Refnum出力

エラー出力エラー入力 (エラーなし)
文字列

VISA Refnum入力

VISA Write.vi



文字列

VISA Refnum出力VISA Refnum入力

ステータス
0

コード

ソース

エラー入力 (エラーなし)

ステータス
0

コード

ソース

エラー出力



文字列

VISA Refnum出力VISA Refnum入力
VISA書き込み

\n 文字列連結

デリミタ<LF>付加

同期I/Oモード指定は「同期」

エラー入力 (エラーなし) エラー出力



VISA Refnum出力

エラー出力

エラー入力 (エラーなし)
エラー時の表示メッセージ
エラー時にプログラム終了

VISA Refnum入力

ErrorHandle.vi



エラー時の表示メッセージ

ステータス
0

コード

ソース

エラー入力 (エラーなし)

ステータス
0

コード

ソース

エラー出力

VISA Refnum出力VISA Refnum入力

する
エラー時にプログラム終了



 TRUE 

source
code
status

code= 

source= 

 エラー 

エラー時の表示メッセージ

エラー入力 (エラーなし) error out

VISA Refnum出力VISA Refnum入力

エラー時にプログラム終了

 FALSE 



 エラーなし 



VISA Refnum出力

エラー出力エラー入力 (エラーなし)
ボーレート

VISA Refnum入力

VISA Open.vi



0

ボーレート

VISA Refnum出力VISA Refnum入力

ステータス
0

コード

ソース

エラー出力

ステータス
0

コード

ソース

エラー入力 (エラーなし)



VISA Refnum出力

エラー出力
Instr

Flow Cntrl
Parity

Stop Bits
Data Bits

Baud

プロパティノード

8Serial Settings:Data Bits

1.0Serial Settings:Stop Bits

NoneSerial Settings:Parity

NoneSerial Settings:Flow Control

 4 

VISA Refnum入力

ボーレート

error in (no error)

インタフェースタイプが4(シリアル通信)の場合、シリアルポートのConfigを行います。

VISAを開く

Instr

Timeout
Intf Type

プロパティノード

Values 
1 GPIB 
2 VXI 
3 GPIB-VXI 
4 Serial 
5 PXI 
6 TCPIP 
7 USB 
9 FireWire 

2000Timeout(ms)

 ..3, 5.., デフォルト 


